
各種記念日
ニコニコＢＯＸ

１.青少年奉仕委員会　笹谷豊明委員長
　 3月1日旭ヶ丘小学校にて、児童図書と本棚
の贈呈式が行われ、室蘭民報の記事となりま
した（別掲記事あり）。

２.　社会奉仕委員会　斉藤崇会長
　 4月4日（木）献血例会を行います。多くの方
の献血をお願い致します。

３.　ゴルフ同好会　本間信会長
　 3/4～3/6、静岡に 14 名でゴルフツアーを行
いました。非常に楽しいツアーを無事終えて
まいりました。

１．ポリオ募金のお願い
　 お一人 100円をお願い致します。
２．ワンコインニコニコＢＯＸご協力お願い致
します。

幹事報告

委員会報告

出席報告

会員数
出席率

42名
73.81％

出席者数
欠席者数

31名
11名

徳永賢二（ゴルフ同好会旅行ケガもなく無事に帰ってきました）
藤井徹也（ゴルフ同好会の旅行大変楽しかったです）
本間信（ゴルフ同好会無事帰りました）
小野寺浩二（静岡ゴルフツアーから無事帰りました。
娘が看護学校合格しました）
内池眞人（ゴルフ同好会楽しかったです。小野寺さんありがとう）
西尾静枝（ゴルフ同好会行ってきました）
太田義則（誕生記念日1/11、創立記念日12/22）
廣瀬禎（国際フォーラム無事終了。ゴルフ同好会無事に帰りました）
川本康裕（旭ヶ丘小学校に無事本棚と本の贈呈が終了しました）
西野義人（道新に当社が開発に参画している電気
自動車が取り上げられました）
工藤一人（静岡ゴルフ旅行2日目優勝しました）
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本日のプログラム 前回例会の報告

次回の予定プログラム

第2178回（3月7日）例会記録

人類に
奉仕する
ロータリー

室蘭岳

本日献立 中華ランチ（鶏モモ肉炒めバジルソース、
ライス、スープ、サラダ、デザート）

室蘭市立桜蘭中学校　2年生　
渡部　真央 様

クラブ管理運営委員会

卓話「僕が感じた日本と外国について」

結婚記念日　國田　雅弘 会員　3月3日

結婚記念日　内池　秀光 会員　3月4日

結婚記念日　米塚　　豊 会員　3月6日

創立記念日　齊藤　俊一 会員　3月3日

創立記念日　澤山　　豊 会員　3月3日

和食ランチ（生ちらし寿司、吸い物）次週献立予定

多田　昌央 様（室蘭ＲＣ）
クラブ管理運営委員会

卓話「詩吟について」



内池　眞人 会員
クラブ管理運営委員会

前回例会のプログラム

卓話「ロータリークラブを創始
する前のポール・ハリスについて」

　このたび「ロータリークラブを創始する前のポー
ル・ハリスについて」の題目で卓話をさせていただ
きました。卓話の際、個人的感想等が入り交じりま
したので会報にはポール・ハリス著書であります
『わがロータリーの道』の序文を掲載させていた
だきます。ポール・ハリスとロータリーの繋がりが
よく理解できるものと思います。

序　文
　私の七十年余りの人生の中に、大切なものが二
つある。その一つは私の育ったニューイングランド
の谷あいの村、もう一つはロータリーの運動である。
　「ロータリーが現在のような世界的な規模にな
るとは思ってもみなかったでしょう。貴方が考えて
いた以上に立派になりましたね。」
とよくいわれる。全くその通りで、最初はどこへ向
かうのかわからないままに、とにかく一つの目標を
立てて進んでいった。だが、私がロータリーに献身
するようになった源を探っていくと、故郷の谷間、
村人たちの人情、宗教や政治に関する雅量に迄さ
かのぼる。見方によれば、ロータリーは故郷の谷
間で産声を上げたのだとも言える。だからヴァー
モント州で過ごした私の少年時代についてお話し
したいと思う。
　ニューイングランドの人々 や山々、谷あいの村な
どについての記憶は、ほとんどが一少年の眼でみ
たものである。少年とは勿論私自身なのだが、あ
の頃からの長い歳月のために少年時代の私からは
まるで別人のようだ。当然私はその少年をよく知っ
ているし、彼が育ってゆく間の夢、秘密、失敗談や
いたずらなどよく覚えている。それらの中にはいく
らかの厚かましさや、彼自らが発見した自然への
愛着や、温かい祖父母への愛情によって美化され
ている話もある。
　ある人は感動を求めて山に行き、又ある人は休
息を求めてそこに行く。学者は山を論じ、詩人は歌
い、画家は絵にする。そして少年は山を自分のもの
にするのである。山は元気な少年たちが登るため
にあるのだろうか。どんなに山が高くても少年は平
気だった。山は少年が征服するものなのだ。少年

は元気一杯、生きる喜びに溢れていた。
　少年は万物の王者である。だがしかし、悲しいこ
とに少年は大人になってしまうのだ。少年は大人
に対し父親のように振る舞うとよく言われるが、確
かに大人を自らが歩いてきた道に連れて行く。大人
も少年も大して変わりはない。少年の愛したもの
は大人も愛し、少年時代に得た知識と経験が成人
してからの生き方を形造るものなのだ。
　著者は少年時代に得た教訓に特別な感謝の念を
もっている。それは田園生活を愛することと、
ニューイングランドの家庭における厳しいしつけ、
教育というもののの大切なことや、高い理想に向
かって献身することなどであった。
　さらに又、宗教上のあるいは政治上のあらゆる
信条に対して寛容であること、他人の意見にはど
んな意見でも傾聴すべきこと、隣人愛や友人愛、そ
してすべてのものへの善意は大きな喜びであるこ
とも学んだ。
　だが、せっかく習ったこれらの教訓を自分のも
のにするにはかなりの時間がかかった。大人に成
長する過程では遊ぶことにも忙しすぎたからで
あった。しかし、ついに少年時代の教訓に悟りをひ
らき、これを全ての人々 に広めようと努力するよう
になったのは、うれしい限りである。
　ロータリーとは何か？百人百様の答えをしている
が、ロータリーが何であるかより、ロータリーは何
をしているかを語ることの方がやさしいと思う。最
近ある人が言った。
　「もしロータリーが人生とか人間というものにつ
いて、一層温かい眼でみるように我々を導いてくれ
るなら、もしロータリーがお互いの長所を認め合う
ために、より一層寛大になるように教えてくれてい
るなら、もしロータリーが人生の楽しさや美しさを
見出して、それを広めようとしている人々の集まり
であるならば、ロータリーはわれわれの期待に全
て応えているといえるだろう。」

一九四五年十月　シカゴにて　
ポール・Ｐ・ハリス



第９回理事会　議事録
日　時：平成29年 3月7日（火）12：00～
場　所：ホテルサンルート室蘭
出席者：徳永賢二、荒谷信幸、菅原義男、松田博文、
　　　　赤崎幸三、小野寺浩二、齊藤俊一、斉藤崇、
　　　　廣瀬禎、笹谷豊明、加藤栄吉、猪俣英二

【議　題】
１．4月4日（火）社会奉仕委員会・献血例会について （承認）
目標50名予定

２．4月25日（火）親睦活動委員会・夜間例会について（承認）
予算案（50,000円）内容については次回報告

３．勉強会開催について
3月22日（水）18：00～・3月24日（金）18：00～
開催
クラブより会費1,500円の負担

４．その他
・村上さんの件報告
・3月21日ゲストの卓話の謝礼について
　記念品（ボールペン）を渡す
・財界さっぽろ取材の件報告

議　事　録

児童図書と本棚の贈呈

青少年奉仕委員会　笹谷　豊明 委員長
　3月1日旭ヶ丘小学校にて、児童図書と本棚の
贈呈式が行われ、室蘭民報の記事となりました。

今週のロータリー用語

クラブ広報委員会

●クラブリーダーシッププラン
　（Club Leadership Plan）
　ロータリー・クラブのために推奨されている管理
的枠組み。効果的なクラブのベストプラクティスに
基づき、クラブが郭奉仕部門の目標を達成するため
の能力を高めることを目的とする。プランの採用はク
ラブに義務付けられていない。

●国際奉仕（International Service）
　ロータリーの第四奉仕部門。ロータリアンが国際
理解、親善、平和を推進するために実施する数多く
のプログラムや活動を包含するものである。多くの
国際奉仕プロジェクトは、発展途上国の人道的ニー
ズを満たすことを目的とし、また、異なる国や文化の
人々に対する認識を培うことを助長する。


